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用
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四
、
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に
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け
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状
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和
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資
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・
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漢
混
清
文
資
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恵

一
、
地
獄
草
紙
の
詞
書
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
「
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
の
併
存
状
況

地
獄
草
紙
の
、
安
住
院
本
・
原
家
本
（
ボ
ス
ト
ン
博
物
館
蔵
本
を
含
む
）
・
益
田
家
本
甲
巻
・
同
乙
巻
（
松
永
記
念
館
蔵
本
を
含
む
）
、
並
び
に
餓
鬼

草
紙
の
曹
源
寺
本
は
、
後
白
河
法
皇
遺
愛
の
「
六
道
絵
」
一
具
の
中
の
片
割
れ
と
さ
れ
て
お
り
、
絵
画
史
・
風
俗
史
・
書
道
史
よ
り
推
し
て
、
院

（1）

政
時
代
末
期
、
治
承
二
年
八
二
七
八
）
か
ら
建
久
三
年
八
二
九
二
）
ま
で
の
問
に
成
立
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
詞
書
に
於
け
る
表
現
の
仕
方
は
、
諸
本
、
或
い
は
章
段
の
別
に
よ
り
、
若
干
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
大
局
的
に
は
、

（2）

極
め
て
類
型
化
さ
れ
た
表
現
（
表
現
類
型
）
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
そ
の
一
端
は
、
詞
書
冒
頭
の
欝
「
二
文
に
於
け
る
、

平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

用
　
ま
た
別
所
あ
り
。
な
を
ば
尿
糞
所
と
い
ふ
。
（
原
家
木
工
）

切
　
ま
た
別
所
あ
り
。
名
を
ば
鉄
釜
所
と
い
ふ
。
（
ボ
ス
ト
ン
博
物
館
蔵
本
）

伺
　
ま
た
、
こ
の
地
獄
に
別
所
あ
り
。
な
を
ば
火
末
虫
と
い
ふ
。
（
安
住
院
本
Ⅱ
）

囲
　
ま
た
、
こ
の
地
獄
に
別
所
あ
り
。
な
を
ば
雲
火
霧
処
と
い
ふ
。
（
同
Ⅲ
）

相
　
鉄
田
山
の
あ
ひ
だ
に
地
獄
あ
り
。
な
を
ば
剣
肉
と
い
ふ
。
（
益
田
家
本
甲
巻
Ⅳ
）

㈲
　
鉄
田
山
の
あ
ひ
だ
に
地
獄
あ
り
。
な
を
ば
解
身
と
い
ふ
。
（
同
Ⅵ
）

等
の
表
現
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
就
中
、
夢
二
文
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
の
表
現
は
、
右
に
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
の
み
な
ら
ず
、
冒
頭
の
欝
一
文
に
於
い
て
、
別
所
（
小
地
獄
）
　
の
存
在
を
明
示
し
た
事
を
承
け
て
、
「
こ
こ
の
名
称
は
　
－
　
と
言
う
の
で
あ
る
」

の
如
く
、
そ
の
既
存
の
名
称
を
説
朋
す
る
と
い
う
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
表
現
と
考
冬
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
同
時
に
、

の
　
ま
た
、
こ
の
地
獄
に
別
所
あ
り
。
鶏
地
獄
と
な
づ
く
。
（
廃
家
本
Ⅳ
）

㈲
　
鉄
囲
山
の
あ
ひ
だ
に
、
ひ
と
つ
の
地
獄
あ
り
。
鉄
山
と
な
づ
く
。
（
益
田
家
本
甲
巻
Ⅶ
）

の
如
く
、
同
じ
く
第
二
文
で
あ
り
な
が
ら
、
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
と
い
う
表
現
を
採
る
も
の
も
存
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
類
例
も
砂
く
な
い
。

㈲
　
あ
る
い
は
ま
た
、
か
は
あ
り
。
熟
沸
河
と
な
づ
く
。
（
安
住
院
本
Ⅳ
）

的
　
鬼
あ
り
。
食
水
と
な
づ
く
。
（
嘗
源
寺
本
餓
鬼
草
紙
工
）

的
　
お
に
あ
り
。
焔
口
と
な
づ
く
。
（
同
Ⅵ
）

的
　
か
み
に
、
天
形
崖
と
な
づ
く
る
は
し
ま
し
ま
す
。
（
益
田
家
本
乙
巻
工
）

的
　
暗
部
洲
の
あ
い
だ
に
、
鎧
旭
と
な
づ
く
る
も
の
あ
り
。
（
同
Ⅳ
）

こ
れ
ら
も
亦
、
既
に
存
在
す
る
所
の
別
所
（
小
地
獄
）
・
河
・
鬼
等
の
名
称
を
説
明
す
み
場
面
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
獄
草
紙
の
詞
書
に
於
い
て



は
、
同
様
の
場
面
に
「
ナ
ヲ
バ
ー
ト
イ
フ
」
「
－
ト
ナ
ヅ
ク
」
の
二
つ
の
表
現
が
併
存
す
る
状
況
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
ト
イ
フ
」
「
1
ト
ナ
ヅ
ク
」
の
意
味
用
法

I
　
両
表
現
の
原
義

右
の
現
象
は
、
二
言
語
事
象
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
当
代
の
言
語
の
状
況
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
＝
事
実
と
さ
れ

る
。
そ
こ
で
、
先
ず
二
・
三
の
上
代
資
料
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
原
義
的
意
味
用
法
を
探
っ
て
み
た
い
。

万
葉
集
に
は
、
「
ナ
ヲ
バ
ー
ト
イ
フ
」
・
の
類
は
看
取
さ
れ
な
い
が
、
「
ナ
ヅ
ク
」
は
六
例
が
拾
わ
れ
、
こ
の
う
ち
四
例
が
「
1
ト
ナ
ヅ
ク
」

で
あ
る
。

掴
　
石
花
海
跡
　
矧
付
而
有
毛
（
≡
九
）

的
　
大
汝
　
少
彦
名
能
　
神
社
者
　
劇
者
始
鶏
目
（
九
六
三
）

㈹
　
難
波
乃
海
跡
　
矧
頼
家
艮
恩
裳
（
九
七
七
）

的
　
養
常
利
付
而
　
与
副
手
六
看
聞
（
二
三
二
六
）

㈹
　
故
数
等
伊
布
披
　
衣
毛
創
薗
剣
多
理
（
四
〇
七
八
）

的
　
此
橘
平
　
等
伎
自
久
能
　
可
久
能
木
実
等
　
旬
附
家
良
之
母
（
四
二
こ

こ
れ
ら
は
、
「
名
付
」
「
名
著
」
「
名
附
」
の
表
記
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
何
れ
も
「
名
を
付
け
る
」
の
で
あ
っ
て
、
用
例
鋼
は
、
「
石
花
（
せ
）

の
海
と
名
づ
け
た
湖
も
」
、
用
例
個
は
、
「
難
波
の
海
と
名
づ
け
た
に
ち
が
い
な
い
」
、
用
例
個
は
、
「
恋
ふ
と
い
う
の
は
、
よ
く
も
考
つ
け
た
も
の

だ
」
の
意
で
あ
る
如
く
、
ほ
ぼ
「
命
名
す
る
」
の
意
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

只
、
用
例
鯛
は
、
「
贈
物
だ
と
称
し
て
、
噂
を
た
て
る
だ
ろ
う
か
」
の
如
く
、
「
称
す
る
」
の
意
と
さ
れ
る
が
、
多
少
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
り

に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
ト
イ
フ
」
と
「
－
ト
ナ
ヅ
ク
」
に
つ
い
て
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九
二

（3）

次
に
、
古
事
記
で
は
、
既
に
小
林
芳
規
博
士
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
僅
か
な
例
外
こ
そ
あ
れ
、
既
存
の
名
称
を
説
明
す
る
場
合
は
、
「
ナ

バ
　
ー
　
」
「
ナ
ハ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
言
い
、
そ
れ
ぞ
れ
〔
名
　
－
　
〕
（
構
文
は
多
数
例
を
以
っ
て
示
し
た
、
以
下
同
）
と
〔
名
謂
ニ
ー
ー
こ
　
の
構
文
で
、

「
名
」
字
を
以
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

幽
　
天
地
初
発
之
時
、
於
二
高
天
原
一
成
神
判
l
l
刃
劃
判
型
期
欄
。
（
上
空

帥
　
次
、
生
二
伊
岐
嶋
可
亦
名
謂
二
天
比
登
都
柱
可
　
（
上
7
9
）

こ
れ
に
対
し
て
、
新
た
に
命
名
す
る
場
合
は
、
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
「
＼
！
、
ヲ
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
言
い
、
〔
号
ニ
ー
一
〕
と
〔
号
こ
、
～
－

謂
ニ
ー
一
〕
　
の
構
文
で
、
「
号
」
字
を
以
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

幽
　
亦
云
、
以
二
其
追
斯
伎
斯
一
八
此
三
字
以
宝
日
）
而
、
号
二
道
敷
大
神
可
（
上
1
4
9
）

幽
　
故
、
遡
期
翠
呵
コ
野
剣
劇
謝
刻
到
（
上
1
4
7
）

古
事
記
に
於
い
て
は
、
「
名
」
「
号
」
字
の
用
字
だ
よ
っ
て
、
敢
然
と
訓
法
の
区
別
が
為
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

尚
、
近
年
発
見
せ
ら
れ
た
、
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
の
金
象
慨
の
銘
文
は
、
「
獲
加
多
支
歯
大
王
」
や
「
辛
亥
年
」
の
記
述
に
よ
り
、
西
暦
四

七
一
年
（
或
い
は
五
三
一
年
）
　
の
作
成
と
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
銘
文
に
於
け
る
、

餌
　
辛
亥
年
七
月
中
記
　
乎
獲
居
臣
　
上
祖
名
意
富
比
塊
　
其
児
（
名
脱
力
）
多
加
利
足
尼

其
児
名
弓
巳
加
利
獲
居
　
其
児
名
多
加
披
次
獲
屠

其
児
名
多
沙
鬼
獲
居
　
其
児
名
半
弓
比
　
其
児
名
加
差
披
余
　
其
児
名
乎
獲
居
臣

の
部
分
に
は
、
オ
ホ
ヒ
コ
よ
り
ヲ
ワ
ケ
に
至
る
八
代
の
系
譜
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
何
れ
も
、
古
事
記
の
用
字
法
に
通
じ
る
〔
名
　
－
　
〕
　
の
構

文
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
「
ナ
バ
　
ー
　
」
の
如
く
訓
ま
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（4）

以
上
、
調
査
し
得
た
上
代
資
料
は
僅
か
で
は
あ
る
が
、
も
と
も
と
日
本
語
に
於
い
て
は
、
既
存
の
名
称
を
説
明
す
る
場
合
は
「
ナ
バ
　
ー
　
」
「
ナ

ハ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
な
ど
と
言
い
、
こ
れ
に
対
し
て
新
た
に
命
名
す
る
場
合
は
、
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
「
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
な
ど
と
言
っ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
、
明
確
に
意
味
用
法
の
異
な
る
表
現
を
使
い
分
け
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



と
こ
ろ
で
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
先
述
の
小
林
博
士
の
他
、
夙
に
門
前
正
彦
氏
、
中
田
祝
夫
博
士
に
よ
っ
て
、
主
と
し
て
渡
文
訓
読
の
立
（5）

場
よ
り
言
及
が
為
さ
れ
て
い
る
。
門
前
氏
は
、
「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
問
題
国
　
－
　
『
名
ヲ
バ
…
…
ト
イ
フ
』
と
い
う
よ
み
か
た
に
つ
い
て
　
－
　
」

に
於
い
て
、
「
『
名
　
－
。
』
等
の
文
を
平
安
時
代
初
期
の
訓
読
で
は
『
名
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
。
』
と
よ
ん
で
い
た
の
が
、
後
期
ご
ろ
か
ら
『
　
－
　
ト

名
ヅ
ク
。
』
と
よ
む
よ
う
に
な
っ
た
」
と
さ
れ
、
二
者
の
相
違
が
訓
読
法
の
史
的
変
化
に
基
づ
く
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
「
国
宝
千

（6）

手
千
限
陀
羅
尼
経
の
訓
点
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
「
名
ロ
　
ー
　
」
等
の
構
文
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、
「
『
名
ヲ
バ
、
！
、
ト
イ
フ
』
か
ら
『
名
ヅ
ケ

テ
、
・
（
ト
イ
フ
』
の
ど
と
き
訓
法
の
変
化
が
見
ら
れ
る
の
は
、
特
に
川
の
場
合
（
鈴
木
注
－
説
明
的
意
味
用
法
）
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
田
の
場
合
（
鈴
木
注
－
命
名
的
意
味
用
法
）
は
、
ど
の
時
代
で
も
『
名
ヅ
ケ
テ
＼
！
、
ト
イ
フ
』
と
読
み
、
変
化
は
な
い

（7）

よ
う
に
思
わ
れ
る
」
の
如
く
、
発
展
的
見
解
を
示
さ
れ
た
。
又
、
中
田
博
士
は
、
門
前
氏
の
後
論
に
先
立
ち
、
「
日
本
霊
異
記
訓
読
小
考
」
に
於
い

て
、
「
ナ
ヲ
バ
ー
ー
ト
イ
フ
」
の
類
が
、
既
に
名
称
の
定
ま
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
言
う
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
「
ナ

ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
は
、
新
た
に
命
名
す
る
も
の
に
つ
い
て
言
う
こ
と
を
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

彼
此
勘
合
す
る
に
、
も
と
も
と
栽
然
と
意
味
用
法
が
弁
別
さ
れ
て
い
た
こ
れ
ら
二
類
の
表
現
が
、
時
代
が
降
る
に
従
っ
て
区
別
を
失
い
、
等
し

並
み
に
「
ナ
ヅ
ク
」
系
の
訓
み
方
が
為
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
仮
説
に
至
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
冒
頭
に
掲
げ
た
院
政
時

代
の
資
料
で
あ
る
地
獄
草
紙
の
詞
書
に
は
、
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
の
表
現
が
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
今
後
検
討
す
べ
き
問
題
は
砂
く
な
い
よ

う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
於
い
て
は
、

1
、
種
々
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
存
す
る
表
現
・
用
字
を
、
で
き
る
だ
け
原
形
に
則
し
て
類
型
化
す
る
。

2
、
説
明
的
意
味
用
法
（
既
存
の
名
称
を
説
明
す
る
）
を
表
わ
す
表
現
は
「
ナ
バ
　
ー
　
」
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
、
命
名
的
意
味
用
法
（
新
た
に
命

名
す
る
）
を
表
わ
す
表
現
は
「
！
ト
ナ
ヅ
ク
」
「
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
の
如
く
、
二
類
四
型
に
分
類
し
て
、
そ
の
一
々
の
用
例
に
つ
い

て
正
用
か
否
か
を
検
討
す
る
。

平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
に
つ
い
て
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倉
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究
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3
、
渡
文
資
料
（
訓
点
資
料
・
和
化
漢
文
資
料
）
に
つ
い
て
は
、
更
に
、
「
名
」
「
号
」
等
が
単
独
で
用
い
ら
れ
る
構
文
は
A
〔
名
　
－
〕
〔
多
一

－
一
〕
型
（
但
し
、
こ
の
二
者
は
字
序
と
し
て
は
全
く
同
一
で
あ
る
、
以
下
同
）
、
「
名
」
「
号
」
等
に
「
日
」
「
云
」
等
が
下
接
す
る
構
文
は
B

〔
名
目
】
　
－
一
〕
型
の
如
く
、
二
類
三
型
に
分
類
し
て
、
主
と
し
て
構
文
と
訓
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

の
よ
う
な
方
法
を
以
っ
て
、
①
訓
点
資
料
に
於
け
る
意
味
用
法
・
構
文
・
訓
法
の
関
係
の
史
的
展
開
、
並
び
に
、
混
用
の
発
生
時
期
と
そ
の
要

因
、
②
院
政
鎌
倉
時
代
の
周
辺
資
料
（
和
化
漢
文
資
料
・
和
漢
混
清
文
資
料
）
に
於
け
る
使
用
状
況
、
並
び
に
、
地
獄
草
紙
の
詞
書
に
於
け
る
「
ナ
ヲ

バ
ー
ー
ト
イ
フ
」
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
の
併
存
す
る
要
因
、
の
二
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
そ
の
日
的
と
し
た
。

尚
、
今
般
調
査
し
た
資
料
の
、
文
体
に
基
づ
く
分
類
に
関
し
て
、
和
文
資
料
と
し
た
竹
取
物
語
・
土
左
日
記
な
ど
、
和
漢
混
清
文
資
料
と
し
た

古
本
説
話
集
・
方
丈
記
・
宇
治
拾
遺
物
語
・
古
今
著
聞
集
・
徒
然
草
な
ど
に
多
少
の
問
題
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
稿
は
そ
の
峻
別
を
目
的

と
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
ひ
と
先
ず
こ
の
分
類
に
従
っ
た
。
又
、
和
化
漢
文
資
料
に
分
類
し
た
観
智
院
蔵
注
好
運
・
醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験

て
へ
れ
は

記
は
、
正
格
漢
文
的
要
素
も
強
い
の
で
あ
る
が
、
定
訓
化
さ
れ
た
助
字
、
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
「
問
」
や
、
「
然
間
」
「
者
」
な
ど
の
、
和
化

（8）

漢
文
に
特
徴
的
と
さ
れ
る
語
彙
・
語
法
が
随
所
に
拾
わ
れ
る
た
め
、
和
化
漢
文
資
料
と
し
て
取
り
扱
っ
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

正
　
和
文
資
料
に
於
け
る
使
用
例

訓
点
資
料
の
検
討
に
先
立
ち
、
対
蹟
的
と
さ
れ
る
和
文
資
料
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
資
料
は
、
平
安
中
期
資
料
と
し
て
、
竹
取
物
語
・
古
今
集
・

土
左
日
記
・
伊
勢
物
語
・
多
武
峯
少
将
物
語
・
落
寝
物
語
・
平
申
物
語
・
か
げ
ろ
ふ
日
記
・
宇
津
保
物
語
・
大
和
物
語
、
平
安
後
期
資
料
と
し

て
、
和
泉
式
部
日
記
・
紫
式
部
日
記
・
源
氏
物
語
・
枕
草
子
・
狭
衣
物
語
・
堤
中
納
言
物
語
・
更
級
日
記
・
笠
物
語
・
後
拾
遺
集
、
院
政
期
資
料

と
し
て
、
と
り
か
へ
ば
や
物
語
・
極
楽
願
往
生
歌
・
詞
花
集
・
梁
塵
秘
抄
、
鎌
倉
期
資
料
と
し
て
、
新
古
今
集
・
明
恵
上
人
歌
集
・
う
た
た
ね
・

（9）

十
六
夜
日
記
の
、
二
十
七
資
料
を
取
り
扱
っ
た
。

そ
の
結
果
は
、
（
表
l
V
に
示
し
た
如
く
、
何
れ
の
表
現
も
極
く
少
数
で
、
十
一
資
料
に
於
い
て
拾
わ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。



（
表
1
）
　
和
文
に
於
け
る
用
法

説
　
　
　
　
　
明

命

ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ

－
　
ト
ナ
ヅ
ク

ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ

竹
　
取
　
物
　
語

古
　
　
今
　
　
集

落
　
窪
　
物
　
語

宇
津
保
物
語

大
　
和
　
物
　
語

枕

　

草

　

　

子

後
　
拾
　
遺
　
集

梁
　
塵
　
秘
　
抄

新
　
古
　
今
　
集

明
恵
上
人
歌
集

十

六

夜

日

記

21

＊11ぴ1525

（
注
）
L
古
今
集
・
後
拾
迫
集
・
新
古
今
集
の
用
例
は
、
何
れ
も
序
文

中
に
存
す
る
。

2
・
明
恵
上
人
歌
集
の
用
例
は
、
詞
書
中
に
4
例
、
和
歌
中
に
1

例
存
す
る
。

乱
落
窪
物
語
・
大
和
物
語
の
＊
印
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ナ
ヲ
ツ
ク
」

「
ナ
ヲ
ー
ト
ツ
タ
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

こ
れ
は
、
築
島
裕
博
士
が

（10）

「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」

の
中
で
、
「
名
詞
＋
ヲ
バ
」
が
漢
文
訓
読
語
の
言
い
方
に
多
い
こ

と
、
上
代
語
よ
り
既
に
存
し
た
「
ナ
ヅ
ク
」
が
漢
文
訓
読
語
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
、
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
多
分
に
漢
文
訓
読

語
的
な
表
現
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
大
部
な
源
氏
物
語
に
一
つ
も
そ
の
例
を
見
な
い
の
は
、
示
唆
的
で
さ
え
あ
る
。

僅
か
な
用
例
は
、
ほ
ぼ
正
用
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
初
期
物
語
や
勅
撰
和
歌
集
の
序
文
な
ど
、
比
較
的
漢
文
訓
読
語
的
要
素
の
存
す
る
資
料
に

看
取
さ
れ
る
。

餉
　
名
を
は
、

さ
か
き
の
み
や
つ
こ
と
な
む
い
ひ
け
る
、

（
竹
取
物
語
）

平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
に
つ
い
て



餉鋼的餉餉

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
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究

つ
は
も
の
と
も
あ
ま
た
く
し
て
山
へ
の
は
り
け
る
よ
り
な
む
、
そ
の
山
を
ふ
し
の
山
と
は
名
つ
け
ゝ
る
、
（
同
）

こ
れ
よ
り
さ
き
の
歌
を
あ
つ
め
て
な
む
、
万
葉
集
と
な
づ
け
ら
れ
た
り
け
る
。
（
古
今
集
、
仮
名
序
）

す
べ
て
千
う
た
は
た
巻
、
名
づ
け
て
古
今
和
歌
集
と
い
ふ
。
（
同
）

只
、
宇
津
保
物
語
の
、

十
六
と
い
ふ
年
二
月
に
、
か
う
ぶ
り
せ
さ
せ
給
て
、
名
を
ば
な
か
た
ゞ
と
い
ふ
。
（
と
し
か
げ
）

十
六
さ
い
と
い
ふ
と
し
の
五
月
五
日
に
、
た
ま
ひ
か
り
か
ゞ
や
き
た
る
お
と
こ
の
い
と
お
か
し
げ
な
る
を
う
み
給
へ
り
。
な
を
ば
た
ゞ
こ
そ

省
叫
ぶ
。
（
た
ゞ
こ
そ
）

の
二
例
は
、
一
見
正
用
の
如
く
思
わ
れ
る
が
、
何
れ
も
既
存
の
名
称
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
か
う
ぶ
り
せ
さ
せ
給
て
」
、
或
い

は
「
う
み
拾
」
う
た
後
に
、
新
た
に
命
名
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
例
で
あ
っ
て
、
逆
に
「
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
あ
る
の
が
妥
当
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
和
文
資
料
に
あ
っ
て
は
極
め
て
例
外
的
な
も
の
と
さ
れ
る
。

三
、
訓
点
資
料
に
於
け
る
意
味
用
法
の
通
時
的
検
討

前
節
の
和
文
資
料
に
於
け
る
検
討
結
果
は
、
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
「
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
等
の
表
現
が
、
漢
文
訓
読
語
系
の
表
現
で
あ

（11）

る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
訓
点
資
料
三
十
三
資
料
を
取
り
扱
い
、
そ
の
用
法
を
通
時
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
意
味
用
法
・
構
文
・
訓
法
の
因
果
関
係
と
、
そ
の
変
容
の
過
程
と
を
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
は
（
表
2
）
に
示
し
た
如
く

で
あ
る
。
表
中
の
、
用
例
数
の
左
に
示
し
た
A
・
B
の
符
号
は
、
先
述
の
構
文
の
型
で
あ
っ
て
、
両
型
が
存
す
る
も
の
の
み
、
そ
の
内
訳
数
を
示

し
て
あ
る
。
総
て
の
訓
法
と
構
文
と
の
関
係
は
、

（
説
明
的
意
味
用
法
）

○
ナ
バ
　
ー

A
　
〔
名
　
－
　
〕
型



○
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
　
　
A
　
〔
名
　
－
　
〕
型
・
B
　
〔
名
目
ニ
ー
　
t
〕
型

（
命
名
的
意
味
用
法
）

○
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
　
　
　
　
A
　
〔
名
ニ
ー
　
こ
型

○
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
　
A
　
〔
名
　
－
　
〕
型
・
B
　
〔
名
目
ニ
ー
一
〕
型

で
あ
る
。

尚
、
用
例
に
は
、
印
刷
の
便
を
考
え
て
、
私
に
字
体
の
改
変
や
符
号
の
省
略
を
行
っ
た
部
分
が
あ
る
。

全
体
を
通
覧
し
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
、
．
説
明
的
意
味
用
法
の
「
ナ
バ
ー
ー
ー
」
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
に
混
用
例
（
す
な
わ
ち
、
「
－
　
ト
ナ
ヅ

ク
」
「
ナ
ヅ
ケ
テ
ー
ー
ト
イ
フ
」
と
表
現
す
べ
き
も
の
）
が
全
く
拾
わ
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
命
名
的
意
味
用
法
の
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
「
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー

ト
イ
フ
」
か
ら
は
、
時
代
が
降
る
に
従
い
、
か
な
り
の
混
用
例
（
す
な
わ
ち
、
「
ナ
バ
　
ー
　
」
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
表
現
す
べ
き
も
の
）
が
見
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
「
ナ
バ
　
ー
　
」
は
総
て
A
　
〔
名
　
－
　
〕
型
、
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
は
総
て
A
　
〔
名
ニ
ー
一
〕
型
の
構
文
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
「
ナ
ヲ
バ
ー
ー
　
ト
イ
フ
」
「
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
に
は
、
A
　
〔
名
　
－
　
〕
型
・
B
　
〔
名
目
ニ
ー
一
〕
型
の
何
れ
も
が
存
し
、
時
代
が
降

る
と
B
型
の
構
文
の
み
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
漢
籍
類
に
、
混
用
例
が
全
く
見
当
ら
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
一
つ
に
用
例
の
少
な

さ
と
、
比
較
的
古
い
訓
法
を
残
存
す
る
、
資
料
的
特
性
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
前
記
二
点
を
基
点
と
し
て
詳
述
す
る
。

先
ず
、
平
安
初
期
資
料
に
於
い
て
は
、
何
れ
の
表
現
も
ほ
ぼ
正
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
代
の
状
況
か
ら
さ
し
た
る
変
化
は
無
か
っ
た
も
の
と

さ
れ
る
。
上
代
資
料
に
多
数
存
し
た
「
ナ
バ
　
ー
　
」
が
、
こ
の
時
期
よ
り
平
安
後
期
に
至
る
ま
で
見
受
け
ら
れ
ず
、
却
っ
て
院
政
期
以
降
に
僅
か

に
拾
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
見
A
　
〔
名
　
－
　
〕
型
の
構
文
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
が
「
ナ
バ
　
ー
　
」
に
変
化
し
た
如
く
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
表
現
が
、
中
途
で
全
く
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。
恐
ら
く
、
表
現
自
体
は
引
き
続
き
存
し
た
も
の
の
、

説
明
的
意
味
用
法
を
表
わ
す
A
　
〔
名
　
－
　
〕
型
の
構
文
が
、
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
訓
ま
れ
易
か
っ
た
た
め
に
、
た
ま
た
ま
か
か
る
結
果
と

平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
に
つ
い
て



命

名

ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ

ー
　
ト
ナ
ヅ
ク

ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ

（
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
ス
）

鎌
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時
　
代
　
語
　
研
　
究

へ
表
2
）
　
訓
点
資
料
に
於
け
る
用
法

九
八

（
平
安
初
期
）

山
田
本
方
　
便
　
品

小
川
本
四
　
分
　
律

西
大
寺
本
最
勝
王
経

玄
共
法
師
麦
啓

東
大
寺
蔵
十
輪
経

正
倉
院
蔵
十
輪
経

（
平
安
中
期
）

法

華

経

玄

賛

輿
聖
寺
蔵
西
域
記

弁
　
中
　
辺
　
論

太
子
須
陀
撃
経

（
平
安
後
期
）

法
　
華
　
義
　
琉

護
　
摩
　
蜜
　
記

神
　
呪
　
心
　
経

知
恩
院
蔵
十
輪
経

南
海
寄
帰
内
法
伝

無
　
量
　
義
　
経

観
光
院
蔵
法
華
経

（
院
政
期
）

A
　
6
9

A
　
3
7

A
　
3
6
0

A
　
5

A

 

g

A
　
2
1
9

A
　
2

A
　
1
6

A
　
6

A
　
1
3

A
　
5
2

A

 

m

A
　
如

A

 

m

A

 

I

A
　
5

A
　
2
2

A
　
3

A
　
2

A
　
5
4

A

 

I

A
2
　
8

B
5
6
　
5

B

 

P

A
1
　
7

B
2
6
　
2

B

　

1

1

B

 

I

B

　

1

3

B

　

8

B
　
　
2

B

　

1

5

B

 

I

B

 

I

B

　

9



○
管
見
記
紙
背
文
　
選

興
桁
寺
本
慈
風
伝

前
田
本
　
冥
報
記

。
神
田
本
　
自
民
文
集
・

法
隆
寺
本
慈
恩
伝

八
字
文
殊
儀
軌

石
山
寺
蔵
西
域
記

（
鎌
倉
期
）

○
天
理
本
　
自
民
文
集

。
高
山
寺
本
　
論
　
語

0
高
山
寺
本
　
史
　
記

○
高
山
寺
本
　
荘
　
子

○
醍
醐
寺
本
　
論
　
語

○
正
安
本
　
文
　
　
選

○
秦
　
　
申
　
　
吟

○
天
理
本
古
文
尚
書

。
天
理
本
　
文
　
　
送

B

 

I

B

 

l

A
　
1
3

A
　
4

A

 

I

A
　
5

A
　
2

A

 

I

A

 

l

A
　
3
4

A
　
1
5

A
　
1
1

B
　
　
3

B

　

3

B
　
　
2

B
　
　
4

B

 

I

B

 

l

B

　

3

B

　

2

B

 

I

B

 

I

B

 

l

B

 

I

B

 

I

B
　
　
3

へ
注
）
　
1
・23

。
印
を
付
し
た
資
料
は
漢
籍
、
そ
の
他
は
仏
書
で
あ
る
。

玄
奨
法
師
表
啓
の
＊
印
は
、
「
ナ
ヅ
ケ
テ
ィ
バ
ク
　
ー
　
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
「
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
に
於
い
て
、
A
型
の
構
文
が
存
す
る
も
の
は
［
〓
］
で
囲
ん
で
示
し
た
。

な
っ
て
表
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
A
　
〔
多
一
－
一
〕
型
の
構
文
で
あ
る
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
の
中
に
は
、

帥
　
在
の
時
に
、
世
尊
王
舎
城
に
在
す
。

経
四
分
律
、
乙
巻
⑦
8
）

舎
衛
国
に
居
士
有
（
り
）
。
頒
達
多
と
名
ク
。
常
に
好
（
み
）
て
孤
窮
セ
ル
乞
児
に
給
施
す
。
（
小
川
本
願

平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
に
つ
い
て
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幽
　
〔
於
〕
此
ヨ
リ
東
方
に
光
明
竜
王
有
り
。
阿
掲
多
と
名
（
づ
）
ク
。

セ

テ

ル

南
方
に
光
明
竜
王
有
り
、
設
抵
噂
と
名
（
づ
）
ク
。
西
方
に
光
明
竜
王
有
り
、

セ
テ
ィ
ロ
反

主
多
光
と
名

（
づ
）
ク
。

北
方
に
光
明
竜
王
有
り
、
蘇
多
末
尼
と
名
（
づ
）
ク
。

（
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
、
巻
七
竺

幽
　
善
女
天
、
時
に
長
者
子
の
妻
あ
り
キ
。
名
を
ば
水
肩
蔵
と
い
ひ
キ
。
其
の
二
（
芝
の
子
有
リ
キ
、

一
の
を
ば
〔
名
〕
水
満
と
、
二
（
の
）
を
ば

水
蔵
と
名

（
づ
け
）
キ
。

（
同
、
巻
九
堅

錮
　
昔
の
時
に
大
国
有
（
り
）
キ
。
国
王
を
ば
大
草
と
名

（
づ
け
）
キ
。

王
子
を
ば
勇
猛
と
名
（
づ
け
）
き
。

（
同
、
巻
十
1
8
0
）

鍋
　
又
、
善
男
子
、
過
去
に
国
有
（
り
）
き
。
般
遮
羅
と
名
き
。
（
東
大
寺
蔵
地
蔵
十
輪
経
、
巻
三
響

の
如
く
、
既
存
の
名
称
を
説
明
す
る
場
面
に
於
い
て
「
1
ト
ナ
ヅ
ク
」
を
用
い
た
、
混
用
と
思
し
き
も
の
も
若
干
例
見
受
け
ら
れ
る
。
よ
っ

て
、
平
安
初
期
資
料
と
は
言
え
、
必
ず
し
も
十
二
分
に
文
意
を
汲
ん
だ
施
点
が
行
わ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、

平
安
中
期
以
降
の
資
料
に
於
い
て
も
、
僅
か
な
が
ら
も
同
様
の
事
例
が
存
す
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ

は
、
順
接
・
逆
接
双
方
の
意
味
用
法
を
表
わ
す
「
然
而
」
と
い
う
達
文
に
於
い
て
、
順
接
に
訓
む
べ
き
箇
所
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
逆
接
の

（12）

「
シ
カ
レ
ド
モ
」
と
訓
ず
る
例
が
散
見
す
る
こ
と
に
も
通
じ
る
現
象
で
、
多
分
に
原
漠
文
と
そ
の
翻
訳
た
る
漢
文
訓
読
に
か
か
わ
る
問
題
と
考
え

ら
れ
る
。
但
し
、
「
－
ト
ナ
ヅ
ク
」
に
混
用
例
が
拾
わ
れ
る
の
に
対
し
て
「
ナ
ヲ
バ
ー
ト
イ
フ
」
に
そ
れ
が
全
く
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
A
〔
名
－
－
〕
型
の
構
文
は
、
更
に
命
名
的
意
味
用
法
を
表
わ
す
「
－
ト
ナ
ヅ
ク
」
と
訓
ま
れ
易
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
訳
で
あ
っ
て
、

混
用
の
萌
芽
ら
し
き
も
の
は
、
既
に
平
安
初
期
よ
り
存
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

尚
、
「
ナ
ヲ
バ
ー
ト
イ
フ
」
「
ナ
ヅ
ケ
テ
ー
ト
イ
フ
」
の
表
現
に
は
、
A
・
B
両
型
の
構
文
が
存
し
て
い
る
。
前
者
は
未
だ
A
型
の
割
合
が

高
い
と
さ
れ
る
が
、
後
者
は
B
型
を
主
と
し
て
お
り
、
A
型
は
各
資
料
「
二
例
に
過
ぎ
な
い
。

（13）

次
に
、
平
安
中
期
に
至
る
と
、
中
期
末
の
加
点
と
さ
れ
る
石
山
寺
蔵
悌
説
太
子
須
陀
撃
経
の
如
く
、

銅
　
山
の
上
に
通
人
有
（
リ
）
。
阿
周
陀
と
名
く
。

（194）

帥
　
男
を
は
珊
瑚
と
l
筍
引
。
年
七
歳
な
り
。
（
型



全
五
例
が
悉
く
混
用
例
と
い
う
資
料
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
何
れ
も
既
存
の
名
称
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
又
、
石
山
寺
蔵
法
華
経
玄
賛

に
は
、
A
　
〔
名
－
－
〕
型
の
「
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
の
混
用
例
が
見
受
け
ら
れ
る
他
、

す

幽
　
江
准
よ
り
以
南
に
旭
を
謂
（
ひ
）
て
蝮
と
為
。
牙
に
毒
有
（
り
）
。
鼻
の
上
に
針
有
（
り
）
。
一
は
名
（
づ
け
）
て
反
鼻
蛇
（
と
い
ふ
）
。
（
墾
二
訂
）

錮
　
復
、
〔
有
〕
餓
鬼
あ
り
。
名
（
づ
け
）
て
食
糞
歳
（
と
い
ふ
）
。
（
同
堅

（14）

平
安
初
期
資
料
に
於
い
て
は
管
見
に
入
ら
ず
、
又
、
前
田
本
色
葉
字
類
抄
・
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
の
登
載
語
か
ら
も
看
取
さ
れ
な
い
、
「
名
」

字
を
直
接
に
「
イ
フ
」
と
訓
ず
る
用
例
が
十
三
例
拾
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
「
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
の
言
い
方
に
ひ
か

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

㈹
　
楔
伽
経
に
云
（
は
く
）
、
阿
梨
耶
誠
を
ば
空
如
来
蔵
と
名
（
づ
く
）
。
窯
習
の
元
漏
の
法
を
具
足
せ
る
が
故
に
、
不
空
如
来
蔵
と
名
へ
り
。
（
巻

三
9
9
4
）

㈹
　
通
俗
文
に
は
木
石
に
変
怪
す
る
を
鯉
魅
と
名
へ
り
。
（
巻
六
1
0
6
）

当
資
料
は
、
「
－
－
ト
ナ
ヅ
ク
」
の
混
用
例
が
僅
か
一
例
で
あ
る
こ
と
、
A
型
の
「
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
が
猶
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
時

代
的
要
素
が
色
濃
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
鯛
、
！
、
初
の
如
き
用
例
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
意
味
用
法
に
か
か
わ
る
混
用
が
生
じ
て

い
る
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
言
わ
ば
本
格
的
な
混
用
は
、
十
世
紀
中
葉
、
遅
く
と
も
そ
の
末
期
ま
で
に
は
発
生
し
て
い
た
も
の
と
推
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。こ

の
混
用
は
、
A
型
の
構
文
主
導
の
混
用
で
、
都
合
四
表
現
（
「
ナ
バ
　
ー
　
」
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
「
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
）

を
使
い
分
け
て
い
た
A
型
の
構
文
に
於
い
て
、
説
明
的
意
味
用
法
を
表
わ
す
前
二
者
が
、
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
、
命
名
的
意
味
用
法
を
表
わ
す

後
二
者
（
就
中
、
「
1
ト
ナ
ヅ
ク
」
）
　
に
ひ
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
両
意
味
用
法
の
弁
別
が
曖
昧
に
な
っ
た
こ
と
を
主
要
因
と
し
て
引
き
起
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
凡
そ
「
ナ
ヅ
ク
」
系
の
表
現
が
、
説
明
的
意
味
用
法
を
も
兼
備
す
る
方
向
に
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
名
」
字
を
「
イ

平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
に
つ
い
て
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（15）

フ
」
と
訓
ず
る
例
な
ど
は
、
初
期
に
於
け
る
混
用
の
所
産
で
あ
ろ
う
。

一
〇
二

そ
の
教
学
的
背
景
は
、
特
定
す
る
根
拠
に
乏
し
い
た
め
、
推
定
す
る
に
止
め
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
法
華
経
玄
費
の
ヲ
コ
ト
点

が
石
山
内
供
淳
祐
所
用
の
順
暁
和
尚
点
で
あ
り
、
太
子
順
陀
撃
経
は
天
水
波
留
点
（
別
流
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
、
新
興
の
真
言
宗
・
天

台
宗
の
学
侶
あ
た
り
か
ら
発
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

平
安
後
期
に
於
い
て
は
、
命
名
的
意
味
用
法
を
表
わ
す
A
〔
名
－
〕
型
の
「
ナ
ヅ
ケ
テ
ー
ト
イ
フ
」
が
、
長
保
四
年
八
一
〇
〇
二
）
加
点

の
石
山
寺
蔵
法
華
義
疏
の
、

初
　
志
と
い
は
〔
於
〕
外
に
発
（
す
る
）
を
イ
ヒ
、
名
（
づ
け
）
て
経
と
す
。

（
序
晶
末
1
5
0
）

の
用
例
以
降
見
ら
れ
ず
、
こ
の
表
現
は
B
〔
名
日
二
1
一
〕
型
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
、
同
じ
く
A
型
で
説
明
的
意
味
用
法
を
表
わ
す

「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
も
亦
、
後
期
末
の
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
に
於
け
る
、

㈹
　
其
（
の
）
本
の
字
を
は
某
と
い
ひ
〔
れ
は
〕
、
我
か
名
を
は
某
甲
と
い
ひ
き
。

（
巻
二
⑲
1
9
）

の
用
例
を
最
後
に
拾
わ
れ
な
く
な
り
、
こ
の
表
現
が
B
型
の
構
文
に
て
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
顕
著
な
事
実
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
以
後
の
資
料
に
於
け
る
構
文
と
訓
法
と
の
関
係
に
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
各
表
現
に
於
け
る
構
文
の
省
略
化
・
固
定
化
と
、
A
〔
名

－
〕
型
の
構
文
に
於
け
る
呼
応
形
式
（
「
イ
フ
」
に
相
当
す
る
漢
字
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
－
ト
イ
フ
」
を
呼
応
さ
せ
る
も
の
）
の
消
滅
と
を
意

味
し
て
お
り
、
字
に
即
い
た
訓
法
へ
の
移
行
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
A
型
の
構
文
は
、
総
じ
て
「
－
ト
ナ
ヅ
ク
」
に
統
一
化
さ
れ
る
方
向
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
先
述
の
如

く
、
同
じ
く
A
型
の
「
ナ
バ
　
ー
」
が
、
こ
れ
よ
り
後
に
、
説
明
的
意
味
用
法
を
表
わ
す
表
現
と
し
て
新
た
に
生
じ
た
も
の
と
は
考
え
難
い
の
で

あ
り
、
（
表
2
）
の
結
果
か
ら
は
具
体
的
に
察
し
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
訓
法
の
統
一
化
の
影
響
を
蒙
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
用
例
は
む

し
ろ
漸
減
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

又
、
平
安
後
期
末
の
南
海
寄
帰
内
法
伝
の
頃
よ
り
、
「
ナ
ヅ
ケ
テ
ー
ト
イ
フ
」
の
B
型
の
構
文
（
こ
の
時
期
、
当
表
現
は
B
型
の
み
で
あ
る
）
・
に



於
け
る
混
用
例
が
、
次
下
の
如
く
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
A
型
の
構
文
に
於
け
る
混
用
が
、
B
型
の
構
文
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
こ
れ
に
伴
い
、
同
じ
B
型
の
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
の
用
例
は
、
「
ナ
バ
　
ー
　
」
と
同
様
に
、
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヵ

ク

錮
　
諸
－
人
僻
に
白
シ
＼
カ
バ
、
彿
遂
に
其
の
稚
－
子
の
名
（
づ
け
）
て
愛
－
児
と
訃
ふ
を
蔵
シ
た
ま
へ
り
。
（
南
海
寄
帰
内
法
伝
、
⑩
聖

㈹
　
其
の
菩
薩
を
ば
名
詞
ヨ
日
l
コ
劃
矧
刑
期
劃
司
当
刻
威
廻
感
王
子
、
無
憂
蔵
法
王
子
、
（
中
略
）
荘
厳
菩
薩
、

司
っ
l
き
l
。
（
無
量
義
経
、
6
2
）

大
荘
厳
菩
薩
（
と
）
　
日

㈹
　
時
（
に
〓
於
〕
下
方
の
多
賛
世
尊
の
所
従
の
菩
薩
、
名
（
づ
け
）
て
智
積
と
訃
ふ
、
多
賛
備
に
自
（
さ
く
）
、
（
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
、
巻
五
⑧
1
8
）

的
　
彼
（
の
）
彿
法
の
中
に
、
王
有
（
り
）
て
妙
荘
厳
と
名
（
づ
け
）
き
。
其
（
の
）
王
の
夫
人
を
名
（
づ
け
）
て
浄
徳
と
日
（
ひ
）
き
。

き
。
（
同
、
巻
八
⑭
8
）

二
（
り
）
の
子
有
（
り
）

的
　
中
天
竺
那
爛
陀
寺
（
反
）
ニ
到
（
リ
）
テ
〔
逢
〕
大
法
師
ノ
戸
羅
朕
陀
（
反
）
ト
名
（
待
）

（
ツ
ク
ル
）
ニ
逢
（
ヒ
）
ヌ
、

（
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
、

巻
十
2
0
9
⑥
）

B
型
の
構
文
に
於
け
る
混
用
の
発
生
が
、
A
型
の
そ
れ
よ
り
も
百
年
近
く
遅
れ
る
の
は
、
B
型
の
構
文
に
は
も
と
も
と
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」

「
ナ
ヅ
ケ
テ
ー
ト
イ
フ
」
の
二
表
現
が
存
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
「
日
」
字
の
不
読
例
は
あ
る
も
の
の
、
何
れ
の
表
現
も
、
ほ
ぼ
字
に

即
い
た
訓
法
を
行
い
得
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

尚
、
院
政
時
代
以
降
の
状
況
は
、
説
明
的
意
味
用
法
に
於
い
て
は
、
「
ナ
ハ
1
」
が
A
〔
名
－
〕
型
、
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
ト
イ
フ
」
が
B
〔
名

目
ニ
ー
l
〕
型
、
命
名
的
意
味
用
法
に
於
い
て
は
、
「
－
ト
ナ
ヅ
ク
」
が
A
〔
多
一
－
こ
型
、
「
ナ
ヅ
ケ
テ
ー
ト
イ
フ
」
が
B
〔
名
目
ニ

ー
一
〕
型
の
如
く
、
構
文
と
訓
法
と
の
一
往
の
固
定
化
が
為
さ
れ
る
中
で
、
「
ナ
ヅ
ク
」
系
の
表
現
が
漸
増
し
て
行
く
傾
向
に
あ
る
も
の
と
推
察

さ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
に
於
い
て
は
、
「
ナ
バ
　
ー
」
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
の
二
表
現
が
消
滅
す
る
ま
で
に
は
到
っ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。

以
上
、
訓
点
資
料
に
於
け
る
適
時
的
検
討
を
行
っ
て
来
た
。
こ
の
結
果
、
如
上
の
平
安
中
期
に
始
ま
る
混
用
は
、
A
型
の
構
文
に
於
い
て
、
説

平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
に
つ
い
て
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一
〇
四

明
的
意
味
用
法
を
表
わ
す
表
現
が
、
多
数
を
占
め
る
命
名
的
意
味
用
法
を
表
わ
す
表
現
（
就
中
、
「
－
ト
ナ
ヅ
ク
」
）
に
ひ
か
れ
た
た
め
に
、
意
味

用
法
の
弁
別
が
曖
昧
に
な
っ
た
こ
と
を
主
要
因
と
し
て
引
き
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
し
て
、
「
ナ
ヅ
ク
」
系
の
表
現
が
説
明

的
意
味
用
法
を
も
兼
備
し
て
行
く
中
で
、
字
に
即
い
た
訓
法
へ
の
移
行
を
含
む
、
構
文
・
訓
法
の
関
係
の
省
略
化
・
固
定
化
に
伴
っ
て
、
混
用
が

深
ま
っ
て
行
く
状
況
を
、
大
略
明
ら
か
に
し
得
た
も
の
と
考
え
る
。

又
、
意
味
用
法
・
構
文
・
訓
法
の
関
係
に
於
け
る
変
容
は
、
次
図
の
如
く
ま
と
め
ら
れ
、
各
意
味
用
法
に
於
け
る
構
文
・
訓
法
の
消
長
が
、
相

補
関
係
に
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

説
明

一
一

（
A
型
構
文
）

〔
名
　
－
　
　
〕
　
ナ
バ
　
ー

命
名
一
〔
名
　
－
　
　
〕
　
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ

〔
名
　
－
　
　
〕
　
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ

〔
名
ニ
ー
－
－
一
〕
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク

Jlll

ナ
バ
　
ー

ー
　
ト
ナ
ヅ
ク

ー
　
ト
ナ
ヅ
ク

ー
　
ト
ナ
ヅ
ク

ー
　
ト
ナ
ヅ
ク

〔
名
　
－
　
〕

〔
名
ニ
ー
一
〕

〔
名
ニ
ー
一
〕

〔
名
ニ
ー
　
t
〕

〔
名
ニ
ー
ー
L

命
名

（
B
型
構
文
）

説
明
｛
〔
名
目
ニ
ー
－
〕
　
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ

ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
　
〔
名
目
ニ
ー
　
l
〕

ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
　
〔
名
目
ニ
ー
ー
〕

命
名
（
〔
名
目
ニ
ー
ー
〕
　
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ

ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
　
〔
名
目
ニ
ー
一
〕
｝
命
名

四
、
周
辺
資
料
に
於
け
る
使
用
状
況
－
和
化
漢
文
資
料
．
和
漢
混
清
文
資
料
－

右
の
訓
点
資
料
の
検
討
結
果
よ
り
、
院
政
鎌
倉
時
代
の
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
は
、
A
　
〔
名
　
－
　
〕
型
の
構
文
で
あ
る
も
の
は
総
て
「
－
－
1



ト
ナ
ヅ
ク
」
（
A
〔
多
－
】
〕
型
）
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
B
　
〔
名
目
ニ
ー
ー
〕
型
の
構
文
に
は
、
少
数
な
が
ら
も
猶
存
す
る
こ
と
が
判
っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
獄
草
紙
の
詞
書
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
「
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
の
併
存
状
況
は
、
ほ
ぼ
説
明
し
得
る
と
思
わ

れ
る
が
、
訓
点
資
料
は
漢
文
を
日
本
語
で
以
っ
て
理
解
せ
ん
と
し
た
資
料
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
敷
街
す
る
こ
と
に
は
多
少
の
危
供
が

残
る
。そ
こ
で
、
次
に
同
時
代
に
於
け
る
和
化
漢
文
資
料
・
和
漢
混
清
文
資
料
の
各
表
現
の
使
用
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
こ
の
問
題
を
考

（16）

え
て
み
た
い
。
そ
の
際
、
和
化
漢
文
資
料
は
盗
意
的
な
訓
み
を
避
け
る
た
め
、
訓
点
の
施
さ
れ
た
九
資
料
を
選
択
し
た
。
和
漢
混
清
文
資
料
は
、

（17）

二
十
二
資
料
を
取
り
扱
っ
た
。

そ
の
結
果
は
、
（
表
3
）
（
表
4
）
に
示
し
た
如
く
で
あ
る
。

（
表
3
）
　
和
化
漢
文
に
於
け
る
用
法

説
　
　
　
　
　
明

・
名

ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ

ー
　
ト
ナ
ヅ
ク

ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ

（
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
ス
）

混

（
平
安
後
期
）

雲
　
州
　
往
　
来

（
院
政
期
）

高
山
寺
本
古
　
往
　
来

冥
福
寺
本
将
門
－
記

観
智
院
蔵
注
　
好
　
選

和
　
泉
　
往
　
来

（
鎌
倉
期
）

南
天
阿
弥
陀
仏
作
善
集

前
田
本
　
三
　
宝
　
絵

B

 

I

B

　

4

B

　

3

B

 

l

平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
に
つ
い
て
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六

（
表
4
）
　
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
用
法

（平
安
後
期
）

今
・昔

物

語

（院
政
期
）

法
華
百
座
間
書

古

本

説

話

打

開

三

教

指

帰

中

・

外

西
南
院
蔵
往
生
要

（鎌
倉
期
）

興
桁
寺
蔵
往
生
要

方

丈

平

家

物

宇
治
拾
遺
物

閑

居

保

元

物

平

治

物

明
恵
上
人
行

用

法

資

料

集抄集集注抄集集記語語友語語状

12 正 ナ

欄

T

ヲ
バ
律

‾

混

70281519612 正

9111

‾

混

＊9433＊11712252246 正 1

ト
ナ
ヅ
ク

命

名

221431

‾

混

716 正
ナ
ヅ
ヶ
テ
ー

ト
ィ
フ

（ナ
ヅ
ヶ
テ
】

ト
ス
）

8

‾

混



東
　
関
　
紀
　
行

十

　

　

訓

　

　

抄

古
　
今
　
著
　
聞
　
集

光
言
旬
義
釈
聴
集
記

唐
　
　
物
　
　
語

観
智
院
本
三
　
宝
　
絵

徒

　

　

然

　

　

草

17

＊127

3

＊81911

211

4

（
注
）
　
L23

今
昔
物
語
集
の
＊
印
は
、
「
ナ
ヲ
ー
ト
ツ
ワ
」
1
2
例
を
含
む
。

十
訓
抄
の
＊
印
は
、
「
－
　
ト
ナ
ヲ
ツ
ク
」
1
例
を
含
む
。

三
教
指
帰
注
・
光
言
句
義
釈
聴
集
記
の
＊
印
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ナ
ヲ
ツ
ク
」
「
ナ
ニ
ー
ト
イ
フ
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

和
化
漢
文
資
料
に
於
い
て
は
、
「
ナ
ウ
バ
ー
ト
イ
フ
」
「
ナ
ヅ
ケ
テ
ー
ト
イ
フ
」
が
B
〔
名
目
ニ
ー
一
〕
型
、
「
－
ト
ナ
ヅ
ク
」
が
A
〔
名
ニ

ー
一
〕
型
で
あ
る
よ
う
に
、
同
時
期
の
訓
点
資
料
の
様
相
と
大
同
で
あ
る
。
但
し
、
和
化
漢
文
の
場
合
、
漢
字
を
用
い
て
日
本
語
文
を
表
現
し

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
も
と
も
と
表
現
に
見
合
っ
た
構
文
を
採
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
述
の
上
代
資
料
の

古
事
記
に
於
け
る
結
果
や
、
平
安
初
期
資
料
の
日
本
霊
異
記
が
、
説
明
的
意
味
用
法
を
表
わ
す
「
ナ
バ
ー
ー
」
は
〔
名
号
－
〕
（
構
文
は
多
数
例

を
以
っ
て
示
し
た
、
以
下
同
て
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
ト
イ
フ
」
は
〔
名
目
ニ
ー
一
〕
、
命
名
的
意
味
用
法
を
表
わ
す
「
－
ト
ナ
ヅ
ク
」
は
〔
名
う
ー
」
㌢

「
ナ
ヅ
ケ
テ
ー
ト
イ
フ
」
は
〔
号
日
ニ
ー
一
〕
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
窺
わ
れ
る
所
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
表
現
と
構
文
と
の
関
係
は
、
取

り
扱
っ
た
資
料
に
於
い
て
は
さ
し
た
る
相
違
は
看
取
さ
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
関
す
る
訓
点
資
料
か
ら
の
影
響
の
存
否
は
判
断
し
か
ね
る

所
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
が
表
わ
す
意
味
用
法
に
は
、
古
事
記
・
日
本
霊
異
記
が
総
て
正
用
で
あ
る
の
に
対
し
、
院
政
鎌
倉
時
代
の
諸
資
料

に
於
い
て
は
、

初
　
音
舎
衛
国
二
王
（
反
）
有
（
リ
）
　
都
大
王
（
反
）
ト
名
ク

其
ノ
夫
人
四
ノ
王
子
（
反
）
（
ヲ
）
生
メ
リ
。
（
観
智
院
蔵
注
好
選
、
上
3
1
ウ
6
）

餉
　
天
－
竺
に
二
り
の
）
比
丘
有
り
、
名
（
づ
け
）
て
元
－
行
と
日
（
ふ
）
。

（
醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
、
上
九
話
）

平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
「
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
に
つ
い
て
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八

の
如
く
、
命
名
的
意
味
用
法
を
表
わ
す
A
・
B
両
型
の
構
文
に
か
な
り
の
混
用
例
が
拾
わ
れ
る
点
、
訓
点
資
料
同
様
に
、
時
代
の
推
移
に
伴
う
変

容
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、

佃
　
此
（
ノ
）
王
六
）
当
国
（
ノ
）
王
也
。
父
（
ヲ
）
頻
婆
羅
王
（
反
）
（
ト
）
日
（
ヒ
）
母
（
ヲ
）
葡
提
希
（
ト
）
名
（
ヅ
ク
）
。
（
注
好
選
、
中
3
3
ウ
4
）

鋤
　
汝
命
終
（
ノ
）
後
尺
迦
（
ノ
）
世
（
ニ
）
菩
薩
（
反
）
（
ト
）
成
（
リ
テ
）
二
（
ノ
）
多
反
）
（
ヲ
）
得
（
ム
）
一
（
ヲ
）
大
弁
才
天
（
反
）
（
ト
）
云
（
ヒ
）
二
を
圏
剖

地
神
（
反
）
（
ト
）
名
（
ヅ
ク
）
。
（
同
、
下
2
6
ウ
2
）

の
如
く
、
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
を
「
　
－
　
ト
イ
フ
」
と
同
様
に
用
い
て
既
存
（
将
来
）
　
の
名
称
を
説
明
す
る
な
ど
、
特
に
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
の
表

わ
す
意
味
用
法
の
幅
の
広
が
り
が
指
摘
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

古
事
記
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
「
名
」
「
号
」
字
の
用
字
に
よ
る
訓
法
の
区
別
は
、
こ
の
時
期
の
資
料
に
は
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
冥
福
寺

本
将
門
記
に
於
い
て
は
、

イ

イ

ク

幽
　
弓
師
（
反
）
有
（
リ
）
　
名
ハ
夷
翌
（
反
）
ト
日
（
フ
）
玩
）

銅
　
将
門
名
（
ケ
テ
）
新
皇
（
反
）
（
ト
）
日
（
フ
）
（
3
4
2
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
の
付
訓
参
照
）

ウ

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

鍋
　
兼
テ
桟
橋
（
反
）
ヲ
以
盲
）
号
（
ケ
）
テ
京
ノ
山
埼
（
反
二
ト
）
為
（
塑

錮

ア

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

セ

相
馬
（
紙
背
訓
、
ア
オ
マ
）
ノ
郡
（
ノ
）
大
井
ノ
津
（
反
）
ヲ
以
（
テ
二
号
（
ケ
テ
）
京
（
ノ
）
大
津
（
反
）
ト
為
ム
（
竺

の
如
く
、
人
物
に
関
す
る
説
明
・
命
名
に
は
「
名
」
字
、
事
物
に
関
す
る
命
名
に
は
「
号
」
字
を
用
い
る
と
い
っ
た
、
対
象
に
よ
る
用
字
の
区
別

が
見
受
け
ら
れ
る
。

一
方
、
和
漢
混
清
文
資
料
に
於
い
て
は
、
訓
点
資
料
・
和
化
漢
文
資
料
に
比
し
て
混
用
例
が
少
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
多
く
は
正
用
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
又
、
四
表
現
が
存
す
る
も
の
の
、
「
ナ
バ
　
ー
　
」
は
二
十
二
資
料
中
四
資
料
、
「
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
は
六
資
料
に
見
ら
れ
る
に
過
ぎ

ず
、
説
明
的
意
味
用
法
は
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
、
命
名
的
意
味
用
法
は
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
を
主
要
表
現
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

殊
に
、
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
は
記
述
内
容
に
よ
る
所
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
が
、
意
外
に
多
く
見
受
け
ら
れ
、
訓
点
資
料
と
は
対
照
的
で
さ



え
あ
る
。
和
化
漢
文
資
料
に
も
比
較
的
多
く
拾
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
ナ
ヲ
バ
ー
ト
イ
フ
」
の
表
現
自
体
は
、
か
な
り
後
ま
で
存
続
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
混
用
例
は
、
次
下
に
掲
げ
る
よ
う
に
四
資
料
に
見
ら
れ
る
。

銅
今
昔
、
容
桓
卜
云
フ
聖
人
有
ケ
リ
。
其
ノ
母
、
若
ヨ
リ
、
心
、
柔
軟
・
正
直
。
シ
テ
、
人
ヲ
哀
レ
ビ
生
琴
悲
プ
心
深
鍋
。
堅
ク
道
心
発
焉
レ
、
遂
。

髪
ヲ
剃
テ
尼
二
成
ヌ
、
名
憲
妙
ト
云
フ
。
で
今
昔
物
語
集
、
巻
十
五
4
0
話
）

陶
　
然
レ
バ
、
遂
二
一
ノ
堂
ヲ
造
テ
、
等
身
ノ
地
蔵
井
ノ
像
ヲ
造
り
、
安
置
シ
テ
、
其
ノ
寺
ノ
名
ヲ
清
水
寺
ト
云
フ
。
（
同
、

巻
十
七
7
話
）

陶
　
さ
て
見
し
り
た
る
人
い
で
き
て
云
や
う
、
「
あ
は
れ
か
れ
は
上
野
の
国
に
お
は
す
る
、
ば
と
う
ぬ
L
に
こ
そ
い
ま
し
け
れ
」
と
い
ふ
を
聞
き

て
、
こ
れ
が
矧
劃
刷
「
鳳
魂
観
潮
出
初
同
ひ
叫
研
創
。
（
宇
治
拾
遺
物
語
、
8
9
話
、
古
本
説
話
集
も
ほ
ぼ
同
文
）

㈹
　
大
納
言
な
る
人
の
若
君
を
、
清
水
寺
法
師
に
養
せ
け
り
。
父
も
し
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
母
の
さ
た
に
て
、
や
し
な
は
せ
け
る
に
、
乳
母
、
法
師

に
な
し
て
清
水
寺
の
寺
僧
に
な
し
て
、
到
町
嘲
大
利
酬
耳
刻
瑚
到
旦
留
呵
叫
叫
旦
　
（
古
今
著
聞
集
、
巻
七
2
9
0
話
）

こ
れ
ら
は
、
用
例
榊
が
、
「
乳
母
が
嘉
君
を
）
清
水
寺
の
寺
僧
に
し
て
、
登
別
を
大
納
言
大
別
当
と
言
っ
た
」
の
意
に
解
さ
れ
る
如
く
、
「
寺
僧

に
な
し
て
」
後
に
「
大
納
言
大
別
当
」
と
呼
称
し
た
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、
新
た
な
命
名
と
し
て
「
ナ
ヅ
ケ
テ
ー
ト
イ
フ
」
に
て
表
現
さ
れ

る
べ
き
所
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
従
来
既
存
の
名
称
を
説
明
す
る
場
合
に
の
み
用
い
ら
れ
た
「
ナ
ヲ
バ
ー
ト
イ
フ
」
は
、
言
わ
ば
「
新
た

に
命
名
し
た
名
称
を
説
明
す
る
」
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
訳
で
、
和
文
資
料
の
宇
津
保
物
語
に
於
け

る
例
外
（
用
例
餉
餉
）
を
除
外
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
和
漢
混
清
文
資
料
に
於
け
る
特
殊
な
意
味
用
法
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
用
例
の
殆
ど
は
正

用
と
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、
さ
ほ
ど
広
く
行
わ
れ
た
用
法
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
の
混
用
例
は
比
較
的
多
く
、
十
資
料
に
拾
わ
れ
る
。

佃
　
菩
薩
、
問
テ
宣
バ
ク
、
「
汝
ヲ
バ
誰
ト
カ
云
け
。
」
答
テ
云
ク
、
「
吉
祥
ト
名
ヅ
ク
。
」

（
今
昔
物
語
集
、
巻
一
6
話
）

柏
　
大
臣
、
御
子
ヲ
殺
榊
ム
為
二
毒
ヲ

「
薬
ゾ
ト
」

利
付
テ
合
服
り
ッ
ル
、
（
同
、
巻
四
3
2
話
）

平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
「
1
ト
ナ
ヅ
ク
」
に
つ
い
て
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二
〇

幽
　
か
の
山
を
さ
か
ひ
て
、
ひ
が
L
を
震
且
と
い
ひ
、
南
を
天
竺
と
名
付
、
に
L
を
橋
と
い
ひ
、
北
を
馴
国
包
l
叫
利
別
。
（
平
家
物
語
、
巻
十
）

こ
れ
ら
は
、
用
例
佃
が
、
「
（
菩
薩
が
登
別
を
問
う
た
の
に
対
し
て
、
吉
祥
は
）
　
『
吉
祥
と
言
い
ま
す
』
と
答
え
た
」
、
用
例
佃
が
、
「
大
臣
は
御
子
を
殺

す
た
め
に
、
毒
を
『
薬
で
す
』
と
言
っ
て
飲
ま
せ
た
」
の
如
く
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
を
「
　
－
　
ト
イ
フ
」
に
近
い
意
味
で
用

い
た
も
の
で
、
既
存
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
名
称
全
般
を
説
明
す
る
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。
先
述
の
和
化
漢
文
資
料
に
も
通
じ
る
こ
の
用
法

（18）

は
、
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
の
関
連
に
於
い
て
、
そ
の
説
明
的
意
味
用
法
を
敷
街
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
っ
た
如
く
考
え
ら
れ
よ
う
。

二
資
料
に
拾
わ
れ
る
「
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
の
混
用
例
は
、

錮
　
阿
弥
陀
如
来
応
正
遍
知
ノ
チ
チ
ヲ
ハ
、
・
月
上
転
輸
王
ト
ナ
ッ
ク
。
ソ
ノ
ハ
ハ
ヲ
ハ
、
引
l
列
刊
矧
麟
姐
劇
刃
の
フ
l
。
コ
オ
ハ
月
明
ト
ナ
ツ

ク
。
奉
事
ノ
弟
子
ヲ
ハ
無
垢
称
ト
ナ
ッ
ク
。
（
興
福
寺
蔵
往
生
要
集
、
7
ウ
）

柏
　
昔
独
ノ
人
有
テ
雪
山
二
住
、
、
、
キ
　
名
付
テ
雪
山
童
子
ト
云
ヱ
観
智
院
本
三
宝
絵
、
上
巻
2
6
オ
5
）

の
如
く
、
一
般
的
な
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
の
混
用
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
興
福
寺
蔵
往
生
要
集
に
混
用
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
の

は
、
こ
の
本
文
が
往
生
要
集
原
渡
文
（
訓
点
本
か
）
を
漢
字
片
仮
垂
父
り
文
に
て
訓
み
下
し
た
も
の
と
目
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
訓
点
資
料
に
於
け

る
混
用
の
状
況
を
、
そ
の
ま
ま
に
反
映
し
て
い
る
た
め
か
と
推
察
さ
れ
る
。
観
智
院
本
三
宝
絵
の
一
例
は
、
こ
れ
が
片
仮
名
宣
命
体
で
あ
る
上
巻

に
看
取
さ
れ
る
こ
と
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
未
だ
許
か
で
は
な
い
。

如
上
の
和
漢
混
清
文
資
料
に
於
け
る
状
況
を
ま
と
め
る
と
、
大
局
的
に
は
説
明
的
意
味
用
法
を
表
わ
す
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
、
命
名
的

意
味
用
法
を
表
わ
す
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
と
の
対
立
と
し
て
把
握
さ
れ
、
前
者
が
ほ
ぼ
正
用
例
で
占
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
に
は
「
　
－

ト
イ
フ
」
に
近
い
意
味
で
用
い
ら
れ
る
、
所
謂
混
用
例
が
散
見
す
る
こ
と
が
判
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
訓
点
資
料
・
和
化
漢
文
資
料
（
後
者
に
は
、

既
述
の
如
く
類
似
点
も
存
す
る
）
に
於
け
る
状
況
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
和
漢
混
清
文
が
漢
文
訓
読
語
の
影
響
を
蒙
り
な
が
ら
も
、

漢
文
で
は
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
構
文
（
A
　
〔
名
－
〕
〔
多
一
－
一
〕
型
・
B
　
〔
名
目
ニ
ー
一
〕
型
）
　
の
規
制
を
受
け
ず
に
、
あ
る
程
度
独
自
の

言
語
位
相
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
に
基
づ
く
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。



と
こ
ろ
で
、
地
獄
草
紙
の
詞
書
に
見
ら
れ
る
表
現
類
型
の
成
立
に
は
、
往
生
要
集
・
正
法
念
処
経
の
表
現
の
仕
方
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
も

（19）

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
殊
に
、
往
生
要
集
は
、
寛
和
元
年
八
九
八
五
）
の
成
立
以
来
王
朝
の
僧
俗
に
大
き
な
思
想
的
影
響
を
与
え
、
為
に
平
安

時
代
の
末
頃
か
ら
は
、
仮
名
本
の
往
生
要
集
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
徹
し
て
、
そ
の
流
れ
の
中
で
作
成
せ
ら
れ
た
地
獄
草
紙
に
及
ぼ
し
た
影

響
は
砂
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
の
記
述
内
容
に
一
致
が
見
ら
れ
る
の
は
、
安
住
院
本
地
獄
草
紙
と
往
生
要
集
の
叫
喚

地
獄
に
於
け
る
二
別
所
（
火
末
虫
・
雲
火
霧
）
に
過
ぎ
ず
、
又
、
地
獄
草
紙
の
詞
書
に
於
け
る
、
説
明
的
意
味
用
法
を
表
わ
す
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
ト
イ

フ
」
「
－
ト
ナ
ヅ
ク
」
の
併
存
状
況
が
、
先
の
和
漢
混
清
文
資
料
に
於
け
る
混
用
の
状
況
に
大
略
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
往
生
要
集
（
訓
点
本
を

（20）

含
む
）
を
全
面
的
に
利
用
し
た
と
は
為
し
難
い
要
素
も
存
す
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
地
獄
草
紙
の
詞
書
は
、
む
し
ろ
、
往
生
要
集
・
正
接
念
処
経
の
表
現
の
仕
方
を
参
考
に
供
し
っ
つ
も
、
作
者
（
複
数
か
）
独
自
の
、

構
成
と
用
語
の
選
択
を
含
め
た
表
現
類
型
と
、
当
代
一
般
に
和
漢
混
清
文
資
料
に
用
い
ら
れ
た
言
語
と
を
以
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
資
料
（
正

法
念
処
経
・
起
世
経
・
大
乗
蓮
華
宝
達
問
答
報
応
沙
門
経
、
等
）
を
翻
案
し
た
も
の
と
考
え
る
方
が
、
よ
り
蓋
然
性
が
高
い
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
往
生
要
集
の
利
用
が
、
か
か
る
限
定
的
な
利
用
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
地
獄
草
紙
の
詞
書
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト

イ
フ
」
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
の
併
存
状
況
が
、
和
漢
混
清
文
資
料
一
般
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
も
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

注（1）
（2）
（3）
（4）

福
井
利
富
郎
「
蓮
華
王
院
宝
蔵
と
六
道
絵
巻
」
、
文
化
九
－
六
（
昭
和
1
7
年
6
月
）
。
古
谷
稔
「
餓
鬼
・
地
獄
・
病
草
紙
の
詞
書
の
書
風
」
日
本
絵
巻
大
成

7
　
（
昭
和
5
2
年
、
中
央
公
論
社
）
。

拙
稿
「
地
獄
草
紙
に
於
け
る
『
表
現
類
型
』
に
つ
い
て
」
、
国
語
国
文
昭
和
5
9
年
1
1
月
号
。

『
日
本
恩
恵
大
系
、
古
事
記
』
（
昭
和
5
7
年
、
岩
波
書
店
）
。

風
土
記
や
、
平
安
初
期
資
料
の
日
本
霊
異
記
に
於
い
て
も
、
説
明
的
意
味
用
法
を
表
わ
す
「
ナ
ハ
　
ー
」
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
、
命
名
的
意
味
用
法
を

表
わ
す
「
…
－
ト
ナ
ヅ
ク
」
「
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
は
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
名
」
「
号
」
字
の
用
字
に
よ
る
訓
法
の
区
別
は
、
出
雲
国
風

土
記
・
播
磨
国
風
土
記
・
日
本
霊
異
記
に
若
干
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
例
外
も
砂
く
な
く
、
古
事
記
の
如
き
用
字
法
が
果
た
し
て
ど
れ
程
の
範
間
で
行
わ
れ

平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
に
つ
い
て
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た
も
の
か
定
か
で
な
い
。
東
大
寺
諷
蒲
文
稿
で
は
、
「
名
」
字
を
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
と
訓
ず
る
用
例
が
拾
わ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
尚
、
後
述
の
如
く
、
院

政
鎌
倉
時
代
の
和
化
漢
文
資
料
に
於
い
て
も
、
右
の
よ
う
な
用
字
法
は
看
取
さ
れ
な
い
。

（
5
）
　
訓
点
語
せ
訓
点
資
料
（
以
下
、
訓
誌
と
略
称
す
る
）
3
2
　
（
昭
和
4
1
年
2
月
）
。

（
6
）
　
『
大
坪
併
治
教
授
退
官
記
念
国
語
史
論
集
』
（
昭
和
5
1
年
、
表
現
社
）
。

（
7
）
　
注
　
（
6
）
文
献
。

（
8
）
　
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
（
昭
和
4
2
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
　
の
「
研
究
資
料
の
整
理
と
検
討
」
参
照
。

拙
稿
「
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
『
問
』
の
成
立
」
、
国
語
学
1
2
8
　
（
昭
和
5
7
年
3
月
）
。

（
9
）
　
資
料
に
は
、
次
下
の
も
の
を
用
い
た
。

竹
取
物
語
－
－
上
坂
信
男
『
九
本
対
照
竹
取
翁
物
語
語
彙
索
引
（
本
文
編
・
索
引
編
）
』
（
昭
和
5
5
年
、
笠
間
書
院
）
。
古
今
集
　
－
　
西
下
経
一
・
滝
沢
貞
夫

『
古
今
集
総
索
引
』
（
昭
和
3
8
年
、
明
治
書
院
）
。
土
左
日
記
　
－
　
日
本
大
学
文
理
学
部
国
文
学
研
究
室
『
土
左
日
記
総
索
引
』
（
昭
和
4
2
年
、
日
本
大
学
人
文

科
学
研
究
所
）
。
伊
勢
物
語
　
－
　
大
野
晋
・
早
島
稔
子
『
伊
勢
物
語
総
索
引
』
（
昭
和
4
7
年
、
明
治
書
院
）
。
多
武
峯
少
将
物
語
　
－
　
小
久
保
崇
明
『
多
武
峯

少
将
物
語
（
本
文
及
び
総
索
引
）
』
（
昭
和
4
7
年
、
笠
間
書
院
）
。
落
窪
物
語
－
－
松
尾
聴
・
江
口
正
弘
『
落
窪
物
語
総
索
引
』
（
昭
和
4
2
年
、
明
治
書
屈
）
。

平
中
物
語
　
－
　
曽
田
文
雄
『
平
申
物
語
総
索
引
』
（
昭
和
4
3
年
、
初
音
書
房
）
。
か
げ
ろ
ふ
日
記
　
－
　
佐
伯
梅
友
・
伊
牟
田
経
久
『
改
訂
新
版
か
げ
ろ
ふ
日
記

総
索
引
（
本
文
篇
・
索
引
篇
）
』
（
昭
和
5
6
年
、
風
間
書
房
）
。
宇
津
保
物
語
　
－
　
宇
津
保
物
語
研
究
会
『
宇
津
保
物
語
　
（
本
文
と
索
引
）
』
　
（
昭
和
4
8
年
・
5
0

年
、
笠
間
書
院
）
。
大
和
物
語
　
－
　
塚
原
鉄
雄
・
曽
田
文
雄
『
大
和
物
語
語
彙
索
引
』
（
昭
和
5
0
年
、
笠
間
書
院
）
。
和
泉
式
部
日
記
　
－
　
東
節
夫
・
塚
原
鉄

雄
・
前
田
欣
曹
『
和
泉
式
部
日
記
総
索
引
』
（
昭
和
3
4
年
、
武
蔵
野
書
院
）
。
紫
式
部
日
記
　
－
　
佐
伯
梅
友
・
石
井
文
夫
・
青
島
徹
『
紫
式
部
日
記
用
語
索
引
』

（
昭
和
4
3
年
、
巌
南
堂
書
店
）
。
源
氏
物
語
　
－
　
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
』
（
昭
和
2
8
年
、
（
3
1
年
、
中
央
公
論
社
）
。
枕
草
子
　
－
　
田
中
重
太
郎
『
校
本

枕
冊
子
』
）
昭
和
2
8
年
＼
1
1
4
9
年
、
古
典
文
庫
）
。
狭
衣
物
語
　
－
　
塚
原
鉄
雄
・
秋
本
守
英
・
神
尾
陽
子
『
狭
衣
物
語
語
彙
索
引
』
（
昭
和
5
0
年
、
笠
間
書
院
）
。

堤
中
納
言
物
語
　
－
　
鎌
田
虎
夫
『
堤
中
納
言
物
語
総
索
引
』
（
昭
和
4
1
年
、
自
帝
杜
）
。
更
級
日
記
　
－
　
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣
吾
『
更
級
日
記
総
索

引
』
（
昭
和
3
1
年
、
武
蔵
野
書
院
）
。
望
物
語
　
－
　
小
久
保
崇
明
『
笠
物
語
　
（
校
本
及
び
総
索
引
）
』
（
昭
昭
5
2
年
、
笠
間
書
院
）
。
後
拾
遺
集
　
－
　
糸
井
通
浩
・

・
渡
辺
輝
道
『
後
拾
遺
和
歌
集
総
索
引
』
（
昭
和
5
1
年
、
清
文
堂
）
。
と
り
か
へ
ば
や
物
語
　
－
　
鈴
木
弘
道
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
総
索
引
』
（
昭
和
5
2
年
、

笠
間
書
院
）
。
極
楽
願
往
生
歌
・
明
恵
上
人
歌
集
　
－
　
山
田
儲
・
木
村
農
『
極
楽
願
往
生
歌
・
明
恵
上
人
歌
集
（
本
文
と
索
引
）
』
　
（
昭
和
5
2
年
、
笠
間
書

院
）
。
詞
花
集
　
－
　
滝
沢
貞
夫
『
詞
花
集
総
索
引
』
（
昭
和
4
7
年
、
明
治
書
院
）
。
梁
塵
秘
抄
　
－
　
小
林
芳
規
・
神
作
光
一
・
王
朝
文
学
研
究
会
『
梁
塵
秘
抄

総
索
引
』
（
昭
和
4
7
年
、
武
蔵
野
書
院
）
。
新
古
今
集
　
－
　
滝
沢
貞
夫
『
新
古
今
集
総
索
引
』
（
昭
和
5
2
年
、
明
治
書
院
）
。
う
た
た
ね
　
－
　
次
田
番
澄
・
酒
井



憲
二
『
う
た
ゝ
ね
（
本
文
お
よ
び
索
引
）
』
（
昭
和
5
1
年
、
笠
間
書
院
）
。
十
六
夜
日
記
　
－
　
江
口
正
弘
『
十
六
夜
日
記
（
校
本
及
び
総
索
引
）
』
（
昭
和
4
7
年
、

笠
間
書
院
）
。

昭
和
3
8
年
、
東
京
大
学
出
版
会
。

資
料
に
は
、
次
下
の
も
の
を
用
い
た
。

山
田
本
方
便
品
　
－
　
箕
島
裕
・
小
林
芳
規
「
故
山
田
嘉
造
氏
蔵
妙
法
蓮
華
経
方
便
晶
古
点
釈
文
」
訓
話
7
　
（
昭
和
3
1
年
8
月
）
。
小
川
本
四
分
律
　
－
　
大
坪

併
治
「
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点
」
同
9
　
（
昭
和
3
3
年
1
月
）
。
西
大
寺
本
最
勝
王
経
　
－
　
春
日
政
治
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
の
国
語
学
的
研
究
』

（
昭
和
4
4
年
、
勉
誠
杜
）
。
玄
莫
法
師
表
啓
　
－
　
築
島
裕
「
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
英
法
師
表
啓
古
点
」
訓
誌
4
　
（
昭
和
3
0
年
5
月
）
。
東
大
寺
蔵
十
輪
経
・

法
華
経
玄
賛
・
法
華
経
琉
・
石
山
寺
蔵
眉
域
記
－
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
（
訳
文
篇
）
』
（
昭
和
5
4
年
、
勉
誠
社
）
。
正
倉
院
蔵
十
輪
経
・
知

恩
院
蔵
十
輪
経
　
－
　
中
田
祝
夫
『
正
倉
院
本
地
蔵
十
輪
経
巻
五
・
七
元
慶
点
』
（
昭
和
5
5
年
、
勉
誠
杜
）
。
興
聖
寺
蔵
西
域
記
　
－
　
曽
田
文
雄
「
輿
望
寺
本

大
唐
西
域
記
巻
十
二
併
解
読
文
」
訓
誌
1
4
　
（
昭
和
3
5
年
1
月
）
・
同
1
5
　
（
昭
和
3
6
年
1
月
）
。
弁
中
辺
論
　
－
　
築
島
裕
「
聖
語
蔵
弁
中
辺
論
天
暦
点
」
同
1

（
昭
和
2
9
年
4
月
）
。
太
子
須
陀
撃
経
　
－
　
注
（
1
3
）
文
献
。
護
摩
蜜
記
　
－
　
小
林
芳
規
「
西
大
寺
蔵
本
護
摩
蜜
記
長
元
八
年
訓
点
の
訓
読
文
」
同
1
。
神

呪
心
経
　
－
　
小
林
芳
規
「
西
大
寺
本
不
空
屑
彙
神
呪
心
経
寛
徳
点
の
研
究
（
釈
文
と
索
引
）
」
国
語
学
3
3
　
（
昭
和
3
3
年
6
月
）
。
南
海
寄
帰
内
法
伝
・
龍
光
院

蔵
法
華
経
　
－
　
大
坪
併
治
『
訓
点
資
料
の
研
究
』
（
昭
和
4
3
年
、
風
間
書
房
）
。
無
量
義
経
　
－
　
兜
木
正
喜
・
中
田
祝
夫
『
無
量
義
経
古
点
』
（
昭
和
5
4
年
、

勉
誠
社
）
。
管
見
記
紙
背
文
選
　
－
　
山
崎
誠
「
文
選
巻
二
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
管
見
記
紙
背
（
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説
）
」
鎌
倉
時
代
語
研
究
7
　
（
昭
和
5
9
年
5

月
）
。
興
福
寺
本
慈
恩
伝
　
－
　
築
島
裕
『
興
福
寺
本
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
の
国
語
学
的
研
究
（
訳
文
篇
）
』
（
昭
和
4
0
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
。
前
田
本
冥

報
記
　
－
　
複
製
（
昭
和
1
2
年
、
前
田
育
徳
財
団
）
。
神
田
本
自
民
文
集
　
－
　
太
田
次
男
・
小
林
芳
規
『
神
田
本
自
民
文
集
の
研
究
』
（
昭
和
5
7
年
、
勉
誠
社
）
。

法
隆
寺
本
慈
恩
伝
　
－
　
築
島
裕
「
上
野
図
書
館
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
巻
第
三
古
点
」
東
京
大
学
教
養
部
人
文
科
学
科
紀
要
（
漢
文
学
・
国
文
学
V
 
V
1
6

（
昭
和
3
3
年
1
1
月
）
。
八
字
文
殊
儀
軌
　
－
　
井
上
親
雄
「
広
島
大
学
蔵
八
字
文
殊
儀
軌
古
点
（
本
文
・
校
異
・
訳
文
）
」
訓
誌
3
9
　
（
昭
和
4
3
年
1
0
月
）
。
天
理
本

自
民
文
集
・
天
理
本
文
選
　
－
　
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
、
文
選
・
旭
志
集
・
自
民
文
集
』
（
昭
和
5
5
年
、
八
木
書
店
）
。
高
山
寺
本
論
語
・
高
山
寺
本
史
記

－
　
『
高
山
寺
資
料
叢
書
、
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
一
』
（
昭
和
5
5
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
。
高
山
寺
本
荘
子
　
－
　
『
同
、
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
二
』
（
昭

和
5
9
年
）
。
醍
醐
寺
本
論
語
－
－
小
林
芳
規
「
醍
醐
寺
蔵
論
語
巻
第
七
文
永
五
年
点
」
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
2
　
（
昭
和
5
4
年
3
月
）
。
正
安
本
文

選
　
－
　
小
林
芳
規
「
猿
投
神
社
蔵
正
安
本
文
選
」
訓
誌
1
4
　
（
昭
和
3
5
年
1
0
月
）
・
同
1
6
　
（
昭
和
3
6
年
4
月
）
・
同
1
8
　
（
同
l
一
〇
月
）
・
同
2
1
　
（
昭
和
3
7
年
4
月
）
。

嚢
中
吟
　
－
　
小
林
芳
規
「
仁
和
寺
蔵
嚢
中
吟
延
慶
二
年
書
写
加
点
本
」
同
4
1
　
（
昭
和
4
5
年
6
月
）
。
天
理
本
古
文
尚
書
　
－
　
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
、
古
文

尚
書
・
荘
子
音
義
』
（
昭
和
5
7
年
、
八
木
書
店
）
。

平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
望
　
拙
稿
「
『
然
而
』
を
め
ぐ
っ
て
」
」
鎌
倉
時
代
語
研
究
6
　
（
昭
和
5
8
年
5
月
）
。

順
接
の
意
味
用
法
に
解
さ
れ
る
「
為
而
」
を
「
シ
カ
レ
ド
モ
」
と
訓
ず
る
も
の
は
、
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
・
釈
摩
討
術
論
承
元
二
年
点
・
大
東
急
記

念
文
庫
蔵
論
語
な
ど
に
存
す
る
。

（
曇
　
小
林
芳
規
・
松
本
光
隆
・
鈴
木
志
「
石
山
寺
蔵
俳
説
太
子
須
陀
撃
経
平
安
中
期
点
」
訓
誌
7
1
・
7
2
合
併
号
（
昭
和
5
9
年
5
月
）
。
仮
名
字
体
・
仮
名
達
よ

り
、
少
な
く
と
も
天
暦
年
間
以
降
、
長
保
年
間
に
近
い
頃
の
加
点
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
1
4
）
平
安
初
期
資
料
に
於
い
て
は
、
小
川
本
楯
経
四
分
律
に
、

○
即
（
ち
）
抱
（
か
）
し
め
て
合
に
還
（
り
）
て
、
乳
母
を
与
（
へ
）
て
之
を
養
（
は
）
し
む
。
活
命
す
る
を
以
（
て
）
、
即
（
ち
）
為
（
に
）
字
（
と
）
作
（
し
て
）
、
忍
〕
l
感
謝

劃
子
刊
旦
呵
旦
王
子
（
の
）
取
り
し
所
な
る
ガ
故
に
、
童
子
と
名
（
く
）
。
（
甲
巻
⑳
3
）

の
如
く
、
「
名
」
字
を
不
読
と
し
て
「
イ
フ
」
を
読
添
え
る
用
例
が
一
例
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

（
誓
　
「
－
ト
イ
フ
」
が
説
明
的
・
命
名
的
意
味
用
法
の
何
れ
を
も
表
わ
し
、
し
か
も
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
ト
イ
フ
」
と
表
現
上
近
似
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
存
在

が
要
因
と
な
っ
て
A
型
の
構
文
に
於
け
る
各
表
現
の
混
用
が
生
じ
た
如
く
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
只
、
し
か
り
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
「
名
」
字
を
直
接
に

「
イ
フ
」
と
訓
ず
る
も
の
が
多
数
拾
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
法
華
経
玄
賛
以
外
は
全
く
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。
又
、
「
－
ト

ナ
ヅ
ク
」
が
三
六
一
例
（
う
ち
、
正
用
三
六
〇
例
）
存
す
る
の
に
対
し
、
「
1
ト
イ
フ
」
は
十
三
例
に
過
ぎ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
を
混
用
の
要
按

と
す
る
の
は
難
い
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
－
　
ト
イ
フ
」
は
、
先
述
の
如
く
や
は
り
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
「
ナ
ヅ
ケ
テ
　
ー
ト
イ
フ
」
の
言
い
方
に

ひ
か
れ
て
生
じ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

（
1
6
）
　
資
料
に
は
、
次
下
の
も
の
を
用
い
た
。

雲
州
往
来
－
三
保
忠
夫
・
サ
ト
子
『
雲
州
往
来
享
禄
本
研
究
と
総
索
引
（
本
文
・
研
究
篇
）
』
（
昭
和
5
7
年
、
和
泉
書
院
）
。
高
山
寺
本
古
往
来
－
『
高
山

寺
資
料
叢
書
、
高
山
寺
本
古
往
来
・
表
白
集
』
（
昭
和
5
2
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
。
真
福
寺
本
将
門
記
－
複
製
（
大
正
1
3
年
、
古
典
保
存
会
）
。
観
智
院

蔵
注
好
選
－
－
『
古
代
説
話
集
注
好
選
（
原
本
影
印
井
釈
文
）
』
（
昭
和
5
8
年
、
東
京
美
術
）
。
和
泉
往
来
－
『
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
、
和
泉
往
来
』

（
昭
和
5
6
年
、
臨
川
書
店
）
。
南
天
阿
弥
陀
仏
作
善
集
－
複
製
（
昭
和
3
0
年
、
真
陽
社
）
。
前
田
本
三
宝
絵
－
複
製
（
昭
和
1
0
年
、
前
田
背
徳
財
団
）
。
探

要
法
花
験
記
－
馬
淵
和
夫
「
扱
要
法
花
験
記
（
訳
文
）
」
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
4
　
（
昭
和
5
7
年
3
月
）
・
同
5
　
（
昭
和
5
8
年
3
月
）
。
尾
張
国

解
文
　
－
　
『
新
修
稲
沢
市
史
』
（
昭
和
5
5
年
、
新
修
稲
沢
市
史
編
纂
会
事
務
局
）
。

（
1
7
）
　
資
料
に
は
、
次
下
の
も
の
を
用
い
た
。

今
昔
物
語
集
　
－
山
田
孝
雄
・
忠
雄
・
英
雄
・
俊
雄
『
日
本
古
典
文
学
大
系
、
今
昔
物
語
集
』
　
（
昭
和
4
9
年
、
！
、
5
0
年
、
岩
波
書
店
）
。
法
華
百
座
間
書
抄



ー
　
小
林
芳
規
『
法
華
首
座
聞
書
抄
総
索
引
』
へ
昭
和
5
0
．
年
、
武
蔵
野
書
院
）
。
古
本
説
話
集
　
－
　
山
内
洋
一
郎
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』
（
昭
和
5
6
年
、
風

間
書
房
）
。
・
打
開
集
　
－
　
東
辻
保
和
『
打
聞
集
の
研
究
と
総
索
引
』
（
昭
和
5
5
年
、
清
文
堂
）
。
三
教
指
帰
注
　
－
　
築
島
裕
・
小
林
芳
規
『
中
山
法
華
経
寺
本

三
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
（
昭
和
5
5
年
、
武
蔵
野
書
院
）
。
中
外
抄
　
－
　
宮
田
裕
行
『
校
本
中
外
抄
と
そ
の
研
究
』
（
昭
和
5
5
年
、
笠
間
書
院
）
。
西
南

院
蔵
往
生
要
菜
　
－
　
財
津
永
次
「
西
南
院
蔵
往
生
要
集
断
簡
」
仏
教
芸
術
5
7
　
（
昭
和
4
0
年
3
月
）
。
興
福
寺
蔵
往
生
要
集
　
－
　
鈴
木
一
男
「
興
福
寺
本
往
生

要
集
の
倒
」
南
都
仏
教
2
5
　
（
昭
和
4
5
年
1
0
月
）
・
同
2
8
　
（
昭
和
4
7
年
6
月
）
。
方
丈
記
　
－
　
青
木
怜
子
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
（
昭
和
4
0
年
、
武
蔵
野

書
院
）
。
平
家
物
語
　
－
　
笠
栄
治
『
平
家
物
語
総
索
引
』
（
昭
和
4
8
年
、
福
岡
教
育
大
学
）
。
宇
治
拾
遺
物
語
1
－
境
田
四
郎
・
他
『
宇
治
拾
遺
物
語
総
索
引
』

（
昭
和
5
0
年
、
清
文
堂
）
。
閑
居
友
　
－
　
晩
岸
明
・
王
朝
文
学
研
究
会
『
閑
居
友
（
本
文
及
び
総
索
引
）
』
（
昭
和
4
9
年
、
笠
間
書
院
）
。
保
元
物
語
　
－
坂
詰
力

治
・
見
野
久
幸
『
保
元
物
語
総
索
引
』
（
昭
和
5
6
年
、
武
蔵
野
書
院
）
。
平
治
物
語
　
－
　
坂
詰
力
治
・
見
野
久
幸
『
平
治
物
語
総
索
引
』
（
昭
和
5
4
年
、
武
蔵

野
書
院
）
。
明
恵
上
人
行
状
　
－
　
『
高
山
寺
資
料
叢
書
、
明
恵
上
人
資
料
昇
一
』
（
昭
和
5
7
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
。
東
関
紀
行
－
1
江
口
正
弘
『
東
関
紀

行
（
本
文
及
び
総
索
引
）
』
（
昭
和
5
2
年
、
熊
本
女
子
大
学
国
語
学
研
究
室
）
。
十
訓
抄
　
－
　
泉
基
博
『
十
訓
抄
（
本
文
と
索
引
）
』
（
昭
和
5
7
年
、
笠
間
書
院
）
。

古
今
著
聞
集
1
－
永
横
安
明
・
島
田
勇
雄
『
日
本
古
典
文
学
大
系
、
古
今
著
聞
集
』
（
昭
和
5
1
年
、
岩
波
書
店
）
。
光
言
旬
義
釈
聴
集
記
　
－
　
『
高
山
寺
資
料

叢
書
、
明
恵
上
人
資
料
罪
二
』
（
昭
和
5
3
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
。
唐
物
語
　
－
　
池
田
利
夫
『
唐
物
語
（
校
本
及
び
総
索
引
）
』
（
昭
和
5
0
年
、
笠
間
書
院
）
。

観
智
院
本
三
宝
絵
－
1
複
製
（
昭
和
1
6
年
、
古
典
保
存
会
）
。
徒
然
草
　
－
　
時
枝
誠
記
『
改
訂
版
徒
然
草
総
索
引
』
（
昭
和
4
2
年
、
至
文
堂
）
。

（
1
8
）
　
こ
の
用
法
と
、
「
名
」
字
を
直
接
に
「
イ
フ
」
と
訓
ず
る
用
例
が
法
華
経
玄
費
に
拾
わ
れ
た
こ
と
と
の
間
に
、
何
ら
か
の
関
連
性
が
存
す
る
と
い
う
考
え

も
一
往
成
り
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
平
安
中
期
以
降
の
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
の
混
用
例
は
、
「
　
－
　
ト
イ
フ
」
の
意
で
用
い
る
と
す
る
見
方
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
解
釈
に
も
亦
、
既
に
注
（
1
5
）
で
述
べ
た
如
き
訓
法
の
問
題
に
絡
ん
で
、
法
華
経
玄
費
の
「
　
－
　
ト
イ
フ
」
が
説
明
的
・
命
名
的
意
味
用
法
の
何
れ
を
も

表
わ
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
和
漢
混
清
文
資
料
等
の
混
用
例
は
説
明
的
意
味
用
法
を
専
ら
に
す
る
こ
と
、
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
を
「
　
－
　
ト
イ
フ
」
と
同

様
に
用
い
る
な
ら
ば
、
強
い
て
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
を
用
い
る
必
要
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
、
し
か
も
こ
れ
が
実
際

に
は
命
名
的
意
味
用
法
の
主
要
表
現
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
諸
の
反
証
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
無
論
、
両
者
間
に
全
く
関
連
が
無
い
と
断
言
す
る
の
は
早

計
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
の
関
連
に
於
い
て
、
そ
の
説
明
的
意
味
用
法
を
敷
術
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
の
か

か
る
用
法
が
起
っ
た
如
く
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
1
9
）
　
注
　
（
2
）
拙
稿
。

（
2
0
）
　
往
生
要
集
の
訓
点
本
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
未
調
査
に
つ
き
、
後
考
に
侯
た
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
院
政
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
訓
点
資
料
の
構

文
と
訓
法
と
の
関
係
が
、
か
な
り
固
定
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
往
生
要
集
原
漢
文
の
構
文
の
型
を
検
討
す
る
こ
と
も
、
訓
法
を
類
推
す
る
一
助
と
な
る

平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
ナ
ヲ
バ
1
ト
イ
フ
」
と
「
　
－
　
ト
ナ
ヅ
ク
」
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

と
田
ぶ
れ
る
。
そ
こ
で
往
生
要
集
（
花
山
信
勝
『
原
本
校
註
漢
和
対
照
往
生
要
集
』
昭
和
1
2
年
、
中
山
書
店
）
大
文
第
一
の
「
地
獄
」
に
於
け
る
構
文
の
型

を
見
る
と
、
総
て
説
明
的
意
味
用
法
を
表
わ
す
も
の
で
、
A
　
〔
多
一
－
一
〕
型
（
或
い
は
〔
名
－
〕
）
が
十
八
例
、
B
　
〔
名
目
ラ
ー
」
〕
型
が
一
例
拾
わ

れ
、
殆
ど
A
型
の
構
文
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
B
型
は
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
ト
イ
フ
」
と
も
さ
れ
る
が
、
A
型
は
「
ナ
バ
　
ー
」
「
－
ト
ナ
ヅ
ク
」
の
何
れ

か
で
あ
っ
て
、
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
ト
イ
フ
」
と
訓
ま
れ
る
こ
と
は
恐
ら
く
無
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
因
み
に
、
原
漢
文
を
訓
み
下
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
興

福
寺
蔵
往
生
要
集
（
大
文
第
十
問
答
料
簡
）
に
つ
き
、
原
漢
文
と
の
対
照
を
行
う
と
、
意
味
用
法
の
別
を
問
わ
ず
、
「
1
ト
ナ
ヅ
ク
」
の
二
十
例
は
A
型
、

「
ナ
ヅ
ケ
テ
ー
ー
ト
イ
フ
」
の
十
四
例
は
B
型
の
構
文
に
当
る
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
何
れ
に
せ
よ
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」
と
は
訓
ま
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
し
か
る
に
、
地
獄
草
紙
の
詞
書
と
往
生
要
集
と
が
共
に
掲
げ
る
二
別
所
（
先
掲
）
に
於
い
て
は
、
後
者
が
A
型
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
前
者
で
は

「
ナ
ヲ
バ
　
ー
ト
イ
フ
」
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
用
例
用
鋸
）
の
で
あ
る
。
こ
の
検
討
結
果
は
、
地
獄
草
紙
の
詞
書
が
、
往
生
要
集
の
訓
点
本
（
或

い
は
、
興
福
寺
蔵
本
の
如
き
そ
の
訓
み
下
し
文
）
を
直
接
に
利
用
し
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
、
そ
の
資
料
が
、
A
型
の
構
文
を
「
ナ
ヲ
バ
　
ー
　
ト
イ
フ
」

と
訓
じ
て
い
た
平
安
後
期
よ
り
前
に
加
点
さ
れ
た
資
料
か
、
少
な
く
と
も
当
時
の
言
語
の
状
況
を
よ
く
伝
え
る
資
料
で
あ
っ
た
と
考
え
る
、
；
の
根
拠
と

な
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
に
述
べ
た
如
く
、
往
生
要
集
自
体
の
利
用
は
限
定
的
で
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
別
所
（
小
地
獄
）
の
名
称
を
説
明

す
る
部
分
の
み
、
往
生
要
集
（
特
に
訓
点
本
）
に
依
拠
し
た
と
は
考
え
難
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
、
広
島
大
学
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
、
第
九
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
に
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
基
づ
き
、
加
筆
し
て

稿
を
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
・
山
内
洋
一
郎
氏
か
ら
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
次
欝
で
あ
る
。

（
昭
和
五
十
九
年
十
月
十
日
稿
了
）




